
lEull｡tT喜｡f盃｡FaS=ulty慧fA芸｡ultfJ5re,風 ｡zahkiUnf5ersi雷 27('i:紺 =1'壬闇 8,日

焼酎粕ペレット飼料が肉用牛の成長および
肉質に及ぼす影響 (予備試験)
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Sammary

Theaimsofthisprojectweretoestablishatechniqueforpreparingpelletfeedsforcattle

usingshochudistiller'sby-productsandtoevaluatetheproductasafeedstuffforbeefcattle.

Pelletsweremadebyextrusionusingamixtureofbuckwheat,shochudistiller'scondensed

solublesanditscake(bothwet)asthemainmaterials,togetherwithsmalleramountsof

barleybranandbeetpulp.

Threepelletfeedsamongthethirteenpreparedshowedgoodpalatability,hadhighprotein

contentsandnormallevelsofminerals.VerylittleamountsofvitaminsAandDwerede-

tected,whilevitaminsEandB6Werepresentatalmostthesameconcentrationasincorn

andgrainsorghum,respectively.

SixJapaneseblackcattle,threeanimalseachincontrolandexperimentalgroups,received

for16monthsacommercialformulafeed(MiyazakiShimofuriTokugo)asacontroldietand

aformulafeedreplacing 15% ofthedry matterofthe'MiyazakiShimofuriTokugo
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Withthepelletfeedasanexperimentaldiet.Theexperimentaldietcontainedthesamelev-

elsofTDNandCPasthoseofthecontroldiet.Nodifferencesinbodyweightgainsorfeed

conversionweredetectedforthefirst10months;thereafter,uptomorethan27monthsafter

birth,animalssuppliedwithexperimentaldietsshowedhigherdailygainsandlowerfeed

conversion(higherfeedefficiency)thanthoseobservedincontrolanimals.However,there

havebeenalmostnodifferencesinmeatqualitybetweenthecontrolandtheexperimental

cattleasawhole,althoughα-tocopherolcontentinribeyeoftheexperimentalcattlewas

higherthanthatofthecontrol.Totallipidcontentinofthecontrolanimalwashigherthan

thatoftheexperimentalanimal.

Keywords:Shochudistiller'sby-product,Pelletfeed,Japaneseblackcattle,Feedingexperi-

ment,Meatquality,

前報 ト 5＼でも述べたとおり,南九州は,全国 トノブ

の焼酎生産地帯であり,年間生産量は,平成9酒造年

痩,南九州 4県で28万7千キロリットル (25度換算量)

に上1る.しかし,その反面,焼酎粕の排出量 も多 く

(年間39万7千キロリットル),その処理に苦慮 してい

る.現在,焼酎柏の約58%は肥料や飼料 として使わ

れたり,燃焼により処理されたりしているが,燃焼法

はダイオキシンによる大気汚染が心配されている.ま

た,残 りの約42%は海洋投棄され,これも海洋汚染

が心配されている.海洋投棄は,近年,ロンドン条約

(1996年11月8日)により原則として禁止され,西暦

2001年 (平成13年)には,環境上影響がないと認めら

れる廃棄物のみ許可を出す制度 (WAF方式)になっ

ており,いずれは全面禁止の方向にある.したがって,

低コストで海洋投棄ゼロを目指した焼酎柏処理技術の

確立は,南九州の焼酎メーカーにとって,早期に達成

すべき緊急の課題である.

他方,南九州はわが国の主要な畜産地帯でもある.

平成10年12月発行の統計資料6′によれば,宮崎県の農

業粗生産額 (3,289億円)のうち51,9%は畜産業が占

めている.その中で,肉用牛生産頭数は24万4千頭を

越え,畜産業総生産額の27.0%に達 している.しかし,

近年の肉用牛生産は,牛肉の輸入攻勢のため経営不振

に陥っているのが実情である.それに打ち勝つために,

生産コス トを低減する努力が続けられており,その第

一に低価格飼料あるいは機能性飼料が求められている.

本プロジェクトは,これらの問題の同時解決を目指

し,これまですでに,焼酎粕を大麦ヌカおよびビー ト

パルプと組み合わせてエクス トルーダー7 により牛用

のペレット飼料を製造する技術を確立した4J.本研究

では,その技術により製造した焼酎粕ペレット飼料を

用いて,肉用牛 (黒毛和種)を対象とした飼養試験を

実施 し,同飼料の成長や肉質に及ぼす影響を検討する

ことを目的とした.

材料および方法

1.ペレット飼料調製用原料

1)主原料 (焼酎粕)

主原料として,前報4) と全 く同様に,ソバ焼酎柏

(焼酎粕濃縮液 ･同脱水ケーキの等重量混合物,雲海

酒造株式会社)を使用した.

2)副原料

副原料として,前報4)の研究結果に基づき,大麦ヌ

カとビー トパルプの2種類のみを混合した後,これを

エクストルーダーにより主原料と混合し,ペレット飼

料を製造 した.副原料の入手先は下記のとおりである.

(1)大麦ヌカ :西田製麦株式会社 (熊本県八代市)

(2)ビー トパルプ :宮崎中央農業協同組合 (宮崎市)

3)主副両原料混合割合

飼養試験には,多量のペレット飼料が必要となるの

で,前章艮 4ノに記 した13種類の試作飼料の水分活性,晴

好性試験結果を踏まえ,さらに,製造に用いたエクス

トルーダーの単位時間当たりの生産能力 (20kg/h)

と本飼養試験に必要な量とを勘案 して,副原料を大麦

ヌカ+ビー トパルプ (60:40)とし,主原料 (焼酎柏 :

濃縮液と脱水ケーキの等重量混合物)と副原料の混合

比を60:40として製造 した.
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2.焼酎粕ペレット飼料の調製法

本研究では,宮崎県食品加工研究開発センター (覗

荏,宮崎県食品開発センター)が所有する2軸型エク

ストルーダー (神戸製鋼所製,TC0-30)を用いて確

立した基礎技術4'に基づき,1997年12月から1998年 4

月までの試験に必要な焼酎粕ペレット飼料 (約300kg)

については,宮崎県食品加工研究開発センターにおい

て,さらに,1998年 5月から1999年5月までの試験に

必要な分 (1,942kg)については,同様に2軸型エク

ストルーダー (株式会社スエヒロEPM,三重県四日

市市,α-50型)を借用 し,東洋ダイナム株式会社三

重工場において,それぞれ,製造した.ペレット飼料

は,水分13%程度に乾燥 し,三重工場で製造 したも

のを宮崎市に持ち帰り,冷蔵保存し (株式会社アシス

トに依頼),必要に応じて配合飼料の製造に用いた.

3.一般成分分析法

主副両原料の一般成分 (6成分)は,基本的には,

AOACの公走法8)に基づき,前報2)と同様の方法に

より分析した.なお,分析値は3試料の平均値である.

4.飼養試験法

1)供試動物

焼酎粕ペレット飼料による飼養試験は,宮崎大学農

学部附属農場住吉牧場の黒毛和種 (去勢雄)6頭 (10

-13カ月齢,1996年11月-1997年 1月生まれ,体重

220-325kg(1997年12月22日現在))を用い (Tablel

春月削,生年月E]および体重を勘案 して試験区 ･対照

区に各3頭を振り分けた.

2)飼料給与法

対照区の濃厚飼料として,｢宮崎Lもふり特号｣(南

日本くみあい飼料株式会社製造,宮崎県経済農業協同

組合連合会販売)を使用した.試験区の濃厚飼料には,

試験飼料 (焼酎粕ペレット飼料)を乾物当た りで15

%添加し,飼料全体の可消化養分総量 (TDN)およ

び粗タンパク質 (CP)の値を ｢宮崎 Lもふ り特号｣

と同じになるように他の成分割合を調整したものを用

いた.なお,この飼養試験に用いたペレット飼料の製

造法は,上述したとおりである.また,これらの飼料

の養分等は結果の項で述べる.

供試牛は,試験区 ･対照区毎に連動スタンチョン牛

舎に入れ,対照区および試験区濃厚飼料を朝 (9:30)

1回,1998年3月段階で,それぞれ,平均3.5kg/顔

(成長にともない増量)ずつ給与 した.その際,｢宮崎

Lもふり特号｣供与時の指示に従い,ヘイキューブ1

kgを補給 した.ヘイキューブの給与は4ケ月間続け

ることになっている.粗飼料および水は自由摂取とし

た 粗飼料としては,住吉牧場で栽培し,調製したイ

タリアンライグラス (2番刈)乾草を給与した.

飼養試験は,1997年12月24日に開始し,1999年4月

(平均月齢28カ月)まで続けた.

5.肉質調査法

1)肉質

試験牛4頭 (Nos.824,825,828,829)は,1999年4

月21日に宮崎くみあい食肉株式会社都農工場 (宮崎県

児湯郡都農町)で処理し,解体後,ロース部分を試料

として採取したが,これらについては,肉厚が小さかっ

たため,肉質の検討はできなかった.試験午2頭 (同

血統,Nos.901,902)は.1999年 5月19日に同様に処

理し,解体後,以下の方法により肉質を検討した.

(丑 レオロジー測定法

ロース部位の物性はレオメータ (不動工業製,

NMR-2010J-CW)を用いて試料台移動速度 6cm/分

Table1.ProfilesofcastratedJapaneseblackcattleusedforfeedingexperiment
withshochudistiller'sby-product(SDB)

Trials
with

Controldiet

No.ofindividual
animals

825

828

902

Average

Dateofbirth Age Bodywelght(kg)
(Month) (22/Dec/1997)

7/Nov/1996 13

27/Nov/1996 12

16/Jam/1997 10

11.6

824

Experimenta1 829

dietwithSDB 901

Average

5/Nov//1996 13

8/Dec/1996 12

9/Jam/1997 10

11.6
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で測定し,チャー ト速度30cm/分,感度 1Vのレコー

ダーに記録 した.ロース部位の試料は幅 1cmX長さ

3cmX厚さ1cmの角柱状に切断し試料台に横たえて

ナイフ状のプランジャーを用いて測定した.なお,刺

定は同一試料について5回行いその平均値を求めた.

② クッキングロス測定法

ロース部位の試料を厚 さ1cmで約10gのブロック

状になるように切断した.それをレトル トパウチ中で

75℃,15分間加熱後,クッキングロスを求めた.

③ 色彩測定法

ロース断面の肉色をミノルタの色彩色差計 (CR-

200)を用いて測定した.測定は,同一試料について

8回,測定部位を変えて行い,その平均値を求めた.

なお,測定値としてはし,a,b表示系でのデータを得

た.

2)肉の脂質分析法

① 脂質の摘出法

ロース芯部分10gを秤量し,Folchら9 の方法に従っ

てクロロホルム ･メタノールにより脂質を抽出し,一

部を脂質含量の測完に用い,残 りを脂肪酸の分析に用

いた.

② 脂肪酸分析法

上記の脂質抽出物中の脂肪酸をTakenoyamaら川

の方法によりメチルエステルとし,ガスクロマ トグラ

フィーにより脂肪酸を分析 した.

③ トコフェロールの定量法

ロース芯部分0.5gを丸底褐色共栓試験管に秤量 し,

Bieri12および山内ら■3'の方法により, トコフェロー

ルの定量を行った.

結果と考察

1.飼料成分

1)一般成分

主原料,副原料ならびに試験飼料 (飼養試験用ペレッ

ト飼料)の一般成分をTable2に示した.

主副両原料の成分については,前報4)ですでに述べ

た通 りであるが,再度要点だけを述べれば,主原料の

特徴は,粗タンパク質が乾物当た りで約47%と高い

こと,また,可溶無窒素物 も31%も含まれること,

租灰分も適量含まれることである.副原料の値は,お

おむね既知量13)に近い値となっている.

飼養試験に用いたペレット飼料は,主原料の混合割

合が60%で,粗タンパク質含量が約23%と高 くなっ

ている.また,可溶無窒素物も約50%含まれている.

2)ミネラルおよびビタミン

本研究に使用した試験飼料 (飼養試験用ペレット飼

料)のミネラルおよびビタミンについては分析 してい

ないが,主副両原料の混合割合から推察して,前報 41

に報告 した飼料の組成とほぼ同じと考えられる.すな

わち,ミネラルでは.カルシウムとリンの両者の数値

が,オーチャー ドグラス,イタリアンライグラスなど

の牧草,大豆粕などの油粕類に相当し,マグネシウム

もオーチャー ドグラス類などの分析値に相当するもの

と考えられる.鉄はオーチャー ドグラスやクローバー

類の値に相当し,ナ トリウムはアルファルファのレベ

ルと考えられる.カリウムは,牧草よりも格段に低く,

0.7-0.8のレベルで,大麦 ･ジスチラース .グレイン

ソリュブル (乾燥)や魚粉などの値に相当し,コバル

トはペレニアルライグラスやビール粕並み,セレンは

Table2.Proximatecomponentsofthemainmaterial,sub-materialsandtheβelletfeedspreparedfrom
thebothmaterials(0/.)a.

Samples Moisture Crudeprotein Etherextract
Nitrogen-free Crude
extractives fibre

Main
material

Barley
bran

Beet
pulp

7765±0.29

ll.56±0.31

ll72±1.16

Pelletfeedb 1856±069

10.48±012
(4689)

12.52±0.30
(1416)

10.18±0.67
(ll53)

18.95±0.50
(23.27)

0.74±008
(331)

6.18±0.12
(699)

0.75±020
(085)

2.50±0.12
(307)

Crudeash

702 279±0.14
(3141) (1248)

52.01 12.54±0.87
(5880) (1416)

50.18 2240±028
(5685) (2537)

40.35 14.70±099
(4954) (1805)

1.32±0.03
(5.91)

5.19±0.04
(5.87)

4.77±062
(5.40)

4.94±0.03
(6.07)

dValuesareshownasmeansofthreedetermlnationswithstandarddeviatlOnSandthoselnparenthe-
sesarethoseindrymatter.Mainmaterialisconsistedofequalweightsofbuckwheatshochudis-

tiller'ssolublesanditscake(grains)ISub-materialsusedwer.ebarleybranandbeetpulp･
bpelletfeedwaspreparedfrom mainmaterialandsub-materlal(60:40),wherethesub一materialis
consistedofbarleybranandbeetpulp(60.40)
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ギンネムリーフミール並み,また,銅はペレ二アルラ

イグラスや トウモロコシ並みと考えられる.いずれの

ミネラルもこれまでに牛用の飼料としてよく用いられ

てきた飼料原料に類似の含有量であると思われる.

また,ビタミンについては,ビタミンAとビタミン

Dは,100IU/kg以下で,ほとんど含まれていない.

ビタミンEはトウモロコシ (穀粒),大麦,ヒマワリ

粕などと同レベルで,ビタミンB6含有量はグレイン

ソルガム, トウモロコシ-^麦 ･ジスチラース ･グレ

インに相当する.ビタミンB6は牛の場合はルーメン

内で微生物により合成されるので給与する必要はない

とされてきたが,最近の研究1LH 6､によれば,ビタミン

B6をinuitroのルーメン微生物系に添加すると,ルー

メン微生物による必須アミノ酸合成量が高まること知

られている.以Lのように,ビタミンについても,請

験飼料は,ビタミンAとビタミンDが含まれないこと

に留意すれば,牛用の飼料としてはなんら問題なく,

むしろ有効と考えられる.

2.給与飼料の配合

既述の通り,対照区の濃厚飼料 (配合飼料)として,

｢宮崎LもふiJ特号｣を使用することにした.しかし,

この配合飼料の原料名と配合割合は,企業秘密として

記載されておらず,単に,原料として,穀類 (トウモ

ロコシ,大麦,ライ麦)68%,糟糠類 (ブスマ)20

%,植物性油粕類 (大豆粕)10%,その他 (糖蜜,

炭酸カルシウム,食塩)2%,成分として,粗タンパ

ク質13.0%以上,可消化養分総量73.5%以上,粗脂

肪1.5%以上,粗繊維および租灰分10%以下,カルシ

ウムおよびリン0.20%以上と表示されているだけで

あった.そこで,本試験では,これらの表示に基づい

て,Table3に示したような原料配合とその割合を推

定した.そして,試験区の濃厚飼料の配合には, ｢二述

した焼酎柏ペレット飼料の分析結果を勘案 して,

Table3に示した原料配合割合の数値を乾物当たりで

15%だけ焼酎粕ペレット飼料で置換 し,試験区配合

飼料全体の可消化養分総量および粗タンパク質の値を

｢宮崎Lもぶり符号｣と同じになるように他の原料の

配合割合を調整した.試験区配合飼料の原料配合割合

等をTable4に示した.

対照区飼料 (宮崎Lもふり特号)の乾物あたりの粗

タンパク質および可消化養分総量は,約16.5および

83.8%である (Table3).試験区飼料では,上述 し

た通り,焼酎柏ペレット飼料を乾物あたりで15%配

合した代りに,大麦を70/0,7スマを50/O,大豆粕を

3%だけ対照区飼料よりも少なくした.そして,最終

Table3.Putativeingredientsofa concentratefeedM̀iyazakiShimofuriTokugo'usedasacontroldietandtheir
proximatecomponents,TDNandsomemineralcompositiona

Ingredients
Composition
(%)

Corn 30

Barley 25

Rye 13

WheatBranc 20

SoyBeanMeal 10

O
Molasses 1

Cacarbonate 0.95

NaCI 0.05

As-fed-basis 100

DM basis
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0
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0
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0

0

0
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1

3

4

0

1

3

0

7

2

0

3

3

3
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1
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3

0

0

0

0

0

0
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- 14.43 2.87 61.95 4.30 3.82 73.21 0.452 0.451 0,200 0.724

8737 1651 329 7090 4.92 438 83.79 0.518 0.517 0.229 0.828

aAcommercialformulafeed(MiyazakiShimofuriTokugo)wasusedasacontroldiet.Thefeedwasformulated
with68% ofcereals,20% ofbran,10% ofoilmealand2% ofothers(molasses,calsium carbonate,salt)soas
tocontainmorethan130% CP,73.5% TDN,1.5% EEandO20% eachofCaandP,andlessthanlOO% each
ofCFandCA.Anyinformationsconcerningactualingradeientsandtheircompositionwerenotgiven.Thusthe
ingredientsshownlnthisTableareallputative.Valuesofproximatecomponents,TDNandmineralcomposition
areexpressedas% inDM.
Abbreviationsareasfollows:TDN,totaldigestiblenutrients;SDBPF,shochudistiller'sby-bproductpelletfeed;
DM,drymatter;CP,crudeprotein;EE,etherextracts;NFE,nitrogen-freeextractives;CF,Crudefibre;CA,crude
ash.
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焼酎粕ペレット飼料による肉用牛の飼養試験 7

的に粗タンパク質および可消化養分総量を約16.6およ

び83.6%とし,対照区飼料のそれらにほぼ合わせた.

3.飼養試験結果

1)一般的状況および飼料摂取量

供試午は,対照区および試験区ともに,1999年5月

の試験終了までの間いずれも健康であった.また,対

照区および試験区の動物は,濃厚飼料を好んで食べ,

平均月齢22カ月齢までは,両区とも残飼は見られなかっ

た.23カ月齢以降は,対照区に ｢食い止まり｣的な傾

向 (残飼)が見られることがあった.ほぼ1ケ月毎に

測定した濃厚飼料摂取量をTable5に示した.平均摂

取量は試験区 ･対照区間に大差はなく,したがって,

478日間の総摂取量も両者に大差は見られなかった.

粗飼料としては,住吉牧場で生産した良質のイタリ

アンライグラス乾草を使用し,これを自由摂取させた.

試験区 ･対照区両区ともこれをよく食べた.

2)焼酎粕ペレット飼料が試験牛の増体量および飼料

要求率に及ぼす影響

焼酎粕ペレット飼料が試験牛 (黒毛和種,試験区 ･

対照区各3頭)の成長 (増体量)および飼料要求率に

及ぼす影響を検討するため,方法の項でも述べた通り,

対照区の飼料として肉用牛に対 して宮崎県で広く用い

られている ｢宮崎Lもふり特号｣を給与し,また,読

験飼料として ｢宮崎Lもふ り特号｣の15% (乾物当

たり)を,可消化養分総量および粗タンパク質が同じ

Table6-1.Bodyweights,dallygainsandfeedconversionsofJapaneseblackcattlefedacontrolandanexperi-
mentaldiets(1)a

Experimentalperiod

(1)22/12/97
12/1/98(21days)

(2)12/1//98
9/2′/98(28days)

(3)9/2/98-
9/3/98(28days)

(4)9/3/98-
15/4/98(37days)

(5)15/4/98
6/5/98(21days)

(6)6/'5/98-
9′/6/98(34days)

L7)9/6/98
17/7/98(38days)

(8)17/7′/98
21/′8//98(35days)

Itemsof CattlelnaCOntrOlgroup Cattleinanexperimentalgroup

determinationb 825 828 902 Means 824 829 901 Means

BW (kg)(12/1/98) 353 312 247 304.0 317 322 261 300.0

DG(kg/day) 114 0.76 1.19 1.03 1.00 1.14 1.00 105

FC(kg′/kg)

BW(kg)(9/2/98) 366

DG(kg/day) 046

FC(kg/kg)

BW (kg)(9/3/98)

DG(kg/day)

FC(kg/kg)

BW(kg)(15/4/98)

DG(kg/day)

FC(kg/kg)

BW (kg)(6/5/98)

DG(kg/′day)

FC(kg′/kg)

BW(kg)(9/6/98)

DG(kg′/day)

84

64

【

07

62

3

0

4

0

2.43

346 264 325.3 342

1.21 061 0.76 0.89

371

356 297 345.7 371

0.36 1.18 073 104

4.63

5

8

8

7

3

0

04

90

【

22

53

4

0

4

0

33

24

一

53

59

4

1

4

0

FC(kg/kg)

BW(kg日17//7/98) 477

DG(kg//day) 063

FC(kg/kg)

BW (kg)(21/8′/98) 510

DG(kg//day) 0.94

FC(kg/kg)

2

9

5

7

4

0

27

81

54

29

一

76

65

47

87

3

0

3

1

3

0

4

1

238

343 282 322.3

0.75 0.75 080

3.53

366 293 3433

0.82 0.39 0.75

4.51

373.0 407 393 322 374.0

0.74 0.97 0.73 0.78 0.83

7.65 6.82

397.0 441 424 350 405.0

114 1.62 148 1.33 1.48

5.82 4.49

4170 462 440 371 4243

059 0.62 0.47 0.62 0.57

ll.76 12.ll

458.7 496 460 402 452.7

1.10 0.89 0.53 0.82 075

636 9.32

485 451 482.0 516 512 437 4883

0.94 0.11 0.67 0.57 149 1.00 1.02

11.09 759

Acommercialformulafeed(MiyazakiShlmOfuriTokugo)wasusedasacontroldietandaformulafeedreplac-
ing15% ofthedrymatteroftheMiyazakiShimofuriTokugowiththeshochudistiller'Spelletfeedwasused
asan experimentaldiet.
BW,bodyweight;DG,dailygain;FC,feedconversion;andthevaluesintheparenthesesinBW showthedates
ofdetermination.
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Table6-2.Bodyweights,dailygainsandfeedconverslOnSOfJapaneseblackcattlefedacontrolandanexperi-
mentaldiets(2)a

Experlmentalperiod

(9)21/′8′′′98
24/9/98(34days)

(lot24/9/981
19/10/98(25days)

(ll)19/10/98-
22//ll//98(34days)

(12)22/ll/98
22′/12/98(30days)

(13)22/12/98-
12/1/99(21days)

(14)12′/′1/99
15/2/99(34days)

(15)15/′2′//99-
8′/3/99(21days)

(16)8//3/99-
14/4/′99(37days)

Itemsof Cattleinacontrolgroup Cattleinanexperimentalgroup

determinationb 825 828 902 Means 824 829 901 Means

BW(kg) (24/9/98) 551

DG(kg′/′day) 1.21

FC(kg/kg)

BW(kg)(19/10/98) 565

DG(kg/day) 0.56

FC(kg′/′kg)

BW(kg)(22/′11/98)

DG(kg//day)

FC(kg//kg)

BW(kg)(22/12/98)

DG(kg//day)

FC(kg/kg)

BW(kg)(12/1/99)

DG(kg/′day)

FC(kg/kg)

BW(kg)(15/2/′99)

DG(kg//day)

FC(kg/kg)

BW(kg)(8/3/′99)

DG(kg/day)

FC(kg′//kg)

BW(kg)(14/4′/99)

DG(kg/day)

FC(kg//kg)

BW(kg日22/12/97)

(Total)22/12′′/97- BW again(kg)

14/′4/99(478days) Totalfeedintake(kg)

FC(kg′/kg)

73

24

一

95

73

一

95

0

5

0

5

0

5

511 485 5157 546 549 467 5207

0.76 100 099 0.88 1.09 0.88 0,95

-｡

16

E

5-7

0

･
-｡

■

m

o
･
-3

■

582

0

5

1

96

4

I

o8

57

一

22

3

I
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26

は
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5

0

6

0

6

0

2

3

07

35

一

20

62

一

45

68

【

29

16

一

6

0

6

0

6

0

3

3

25

6〇

一

36

32

一

56

67

一

66

48

一

87

62

一

09

05

5

1

5

0

5

0

5

0

5

0

6

1

8.62 8.95

543.3 562 575 486 5410

110 064 1.04 076 081

742

5553 578 591

0.35 047 047

24.06

574.7 605 619

0.65 0.90 093

1343

5810 617 640

0.30 0.57 1.00

24.33

596.7 648 654

0.46 0.91 041

1754

612.3 673 675

074 1.19 1.00

10.78

638 635.0

0.78 0.61

1270

222 2823

416 352.7

- 3,261.2

925

くlbThesameasthoseshowninTable6-1

になるように調整しながら,焼酎粕ペレット飼料で置

換した飼料を試験飼料として給与して,478日間 (約

16カ月)にわたって試験午の体重および飼料摂取量を

測定した.Table6 1および6-2には,各試験牛の

体重,1日増体量および飼料要求率を示した.これら

の牛は,生年月日や試験開始時の体重を勘案して配分

したので,初期の平均体重はほぼ同レベルでスター ト

している (Tablel).試験開始後77H目 (平均月齢15

カ月)重では,対照区 ･試験区間に1日増体量でも飼

料要求率でもほとんど差は見られなかった.114日H

(平均月齢16カ月)で試験区の 1日増体量が高めにな

り,135日目 (平均月齢17カ月)では,試験区の 1日

697 691

065 0.43

296 298

401 393

991

511 560.0

074 056

1486

534 586.0

0.77 0.87

10.06

544 600.3

0.48 0.67

1134

565 6223

062 065

1257

580 642.7

0.71 097

824

597 661.7

0.46 0.51

1525

240 2780

357 3837

- 3,2744

853

増体量が対照区よりも約30%高 くなり,その時,読

験区の飼料要求率は対照区のそれよりも約30%低かっ

た.

その後は,試験区 ･対照区が交互にジグザグの変動

を示したが,終盤の335日日 (平均月齢23カ月)以降4

41口Ej(平均月齢27カ月)までの間では,一貫 して試

験区の1日増体量が30%以上 (多い月は2倍以上)

高くなった.並行して,試験区の飼料要求率も同様に

低下した.しかし,約16カ月間に亘る全試験期間の飼

料要求率は,試験区が対照区よりも8.4%低い程度で

あった.
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以上の結果,生後10-13ケF]齢 (平1'/lJJ]齢11.6カ月)

から試験を開始して,301日Fl(平均口齢22カ円)ま

では.焼酎柏ペレット飼料で ｢吉崎Lもふり特号｣の

一部を罷換した試験飼判の肉m牛 (.甲.毛利杵)成長促

進効果 (飼料効率)は,rと訓育Lもふ り特ぢ･｣ と同じ
梓度と考えられたが,23カ)l齢以降は,試験飼料の飼
料効率は対照Fよりも30%以 卜も高 くなることが示

された.

なお,エクストルーダーにより焼鞘粕等のアルコー

ル蒸留廃液を主原料としてペレット飼料を製造し,肉

用牛によりその飼蕃試験を行ない,良好な成織を得た

とする研究観官は,これが世界初と思われる.

3)焼酎粕ペレット飼料の給与が肉用牛の肉質に及ぼ

す影響

飼養試験終了後,体重600kgを越えたものから屠殺

後肉質を調査することにし,宮崎くみあい食肉株式会

Control(902)

Fig-1.Japaneseblackcattleused

Contr(ll(902)

祉郁虚T_場において1999年4月21ロに,試験区 ･対照

区各2頭,5円19日に試験区･対照rFJ各1雷l.を処理し

た.なお,肉質の調査は,同じ血統の牛 (試験ri901,

対照は902) (Flg.1)のみを対象に行った.

まず,社州法人日本食肉格付協会による格付けの結

果は,同じ血統の牛 (試験l火901,対,即.i区902)では,

試験r有村.n.g.rfとも歩留等級A,肉'賃等級4とランクさ

れた (Fig.2).血統が異なる午では.対照区 (825,

828)が試験区 (824,829)よりもややよい結果になっ

たが,今後はJ]'IL銃をそろえて,さらなる検討が必要と

考えられる.

血統が同じ牛 (試験区901,対照区902)の肉質調査

の結果をTable7に示した.破断強度は,試験圧がや

や低く,少し軟らかさがあると思われた.また,試験

区は, ドリップが少なく,肉食のL仰 (Table7には

L億のみを示した)がわずかに高かった.ロース芯の

総脂質,オレイン酸およびビタミンEの含量は試験区

Experiental(901)

forreedillgexperiment(19ノ̀5/1999)

Expcriental(90日

Fig.2.MeatofJapaneseBlackcattleusedlnfeedlngtrial(May1999)
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Table7.Effectoffeedingaformulafeedcontainingshochudistller'Spelletfeedon
themeatqualityofJapaneseblackcatttle

itemsdetermined Control(902)
Experimental
(901)

Breakingstrengthofribeye(g)

Cookingloss(drlp)

Meatquality(Lvalue)

Totallipidsinribeye

Oleicacidinribeye

LinolelCacidinribeye

α-Tocopherolinribeye

Totallipidsinintermuscularfat

Oleicacidinintermuscularfat

LinolelCaCldinlntermuSCularfat

(Softness)

(%)

(Chroma)

(g/100g)

(%,W/W)

(%,W/W)

(〟g/100g)

(g/100g)

(%,W/W)

(%,W/W)

639±92 536±104

26.9±1.64 23.7±0.89

54.8±3.18 56.7±3.44

33.6 36.5

474 490

169 1.66

1,502 1,720

870 840

48.5 49.3

1.65 1.57

がやや高かったが,リノール酸は同レベルであった.

筋間総脂質は逆に対照区が高かったが,オレイン酸と

リノール酸はほぼ同レベルであった.

以上,肉質調査の結果を総合的にみると,各項目と

も試験区 ･対照区間に大差はなかったが,強いて言え

ば,試験区のロース芯のビタミンE(α-トコフェロー

ル)含有量が対照区よりも高いことが特徴であった.

要 約

本プロジェクトでは,焼酎粕 (ソバ焼酎粕濃縮液お

よび同脱水ケーキの等重量混合物)を主原料とし,大

麦ヌカおよびビートパルプの混合物 (60:40)を副原

料として2軸型エクストルーダーにより製造した焼酎

粕ペレット飼料 (主副両原料割合,60:40)を用いて,

肉用牛による飼養試験を行うことを目的とした.また,

本プロジェクトは,これまでその多くを海洋投棄して

きた焼酎粕を飼料の製造に再利用することにより地球

環境の浄化に資することも背景にある大きな目的の一一

つである.

飼養試験では,焼酎粕ペレット飼料が肉用牛 (黒毛

和種)の成長 (増体量),飼料要求率および肉質に及

ぼす影響を検討するため,対照区の飼料として宮崎県

内で広く給与されている ｢宮崎Lもふり特号｣を給与

し,また,試験飼料として ｢宮崎Lもふり特号｣の15

% (乾物当たり)を,可消化養分総量および粗タンパ

ク質が同じになるように勘案しながら,焼酎粕ペレッ

ト飼料で置換した飼料を試験飼料として給与して,10

-13ケ月齢 (平均月齢11.6カ月)から478日間 (約16

カ月間)にわたって,ほぼ1月毎に試験午の体重およ

び飼料摂取量を測定した.試験期間中,どの動物にも

異常は認められなかった.その結果,301日目 (平均

月齢22カ月)までは,試験飼料の肉用牛 (黒毛和種)

成長促進効果 (飼料効率)は,｢宮崎 Lもふり特号｣

と同程度と考えられたが,23カ月齢以降は,試験飼料

の飼料効率は対照区よりも30%以上も高くなること

が示された.

格付けの結果は,同じ血統の牛 (試験区901および

対照区902)では,両者とも歩留等級A,肉質等級 4

とランクされた.血統が異なる牛では,対照区が試験

区よりもややよい結果になったが,この点はさらなる

検討が必要である.肉質は,両者に大きな差は見られ

なかったが,試験区は,ドリップが少なく,肉食のL

値は高かった.ロース芯の総脂質とビタミンEの含量

は試験区がやや高く,筋間総脂質はその道だった.
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